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高山茶筌(たかやまちゃせん) 
お茶の道具です。約５００年の 

歴史が有り室町時代後期に茶道と 

共に奈良で生まれました。 

奈良高山は茶筌の故郷で現在でも 

国内産シェアー90％以上です。 

奈良筆(ならふで) 
今から1200年程前、空海が唐に渡っ

た時に筆作りの方法を極め、日本に

帰った後その技法を大和国の住人に伝

えたことに始まります。柔剛程よく、

墨含みのよい獣毛（羊、馬、鹿、狸な

ど）を使用します。 

建築の館 

先月号にひき続き、「家にかかる力」のお話をしましょう。 

様々な外力から家は人を守ってくれますね。しかし、それは「柱」と「梁」だけでは、強固な箱にはなりえ

ません。では、強固な箱には何が必要なのでしょうか？？もちろん、基礎・屋根などは当然です。それ以上

に大切な「パーツ」があります。近年多発する地震で、耳にされた方もあるかもしれませんが… 

 『筋交い(すじかい)』は斜材・brace(ブレース)とも 

呼ばれます。筋交いは、壁に斜めに入れる材のことです。 

また、床に斜めに入れる材を『火打ち』と呼びます。 

どちらも柱⇔梁へ外力を伝える役割と、 

建物の変形を防ぐという2つの役割があります。 

 では、マッチ棒(柱などの材)でサイコロ(家)を 

作ったと考えてみてください。 

サイコロの形は、12本あれば作れますが、 

横からの力（地震力）を加えると 

簡単にひし形に変形してしまいます。 

しかし、サイコロの6面に1本ずつ、 

斜めにマッチ棒(筋交い)をつけるとどうでしょうか… 

 古くから、木造軸組み工法では当然の事でした。 

建築技術が進み、壁全体が筋交いの役割を果たす 

「壁式工法」や阪神淡路大震災以降、 

接合部をより強いものにする「補強金物」などが開発

され、特に横の外力(地震・風)に強い『箱』づくりが 

進んでいます。 

食後の食器洗いが済んだ後は、台所用中性洗剤をつけたスポンジか布で、シンクの表

面の汚れをさっと洗い落としましょう。洗剤をよく水で洗い流し、さらに乾いた布な

どで水分をふき取っておけば、シンクはいつもピカピカです。 

ゴミ収納器に溜まったら、こまめに処理しましょう。カゴの目詰まり

は、臭いの原因にもなるので、中性洗剤をつけたスポンジや使用済み

歯ブラシで、汚れを落としておきましょう。 

使用後は水分をふき取るように心がけましょう。濡れたままにしておくと、

水アカが残ってしまいます。整流網も時々外してきれいにしましょう。 
SPFやPA＋ってよく目にしますが。。。 

文化の館 

くらしの館 


